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躍進を期して
2～3代町長
本村本松

足跡をふりかえる

朝
日
町

一
十
周
年
に
あ
だ
り

朝
日
町
長

町長
中川窪ー

日
放
ア
ル
プ
ス
の
迎
山
が
述
く
北
に
走

り
、
や
が
て
涛
々
た
る
日
・
本
海
に
投
し
よ

う
と
す
る
と
こ
ろ
、
小
川
の
清
流
を
う
け

て
、
た
わ
わ
な
噴
火
り
の
沃
野
の
ひ
ら
け
る

こ
の
地
に
、
川
制
の
一
町
七
ケ
村
が
一
つ

の
町
．
制
白
町
と
し
て
新
生
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
て
か
ら
、
こ
〉
に
満
二
十
年
の

－Z
念
日
を
迎
え
ま
し
た
。
中
す
ま
で
も
な

く
H
夜
象
徴
と
し
て
仰
ぐ
朝
日
市
の
名
を

と
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
ま

た
東
宝
を
つ
い
て
き
し
昇
る
太
陽

ωよ－フ

に
、
前
訟
に
対
す
ゐ
限
り
な
い
闘
い
を
ニ

の
町
名
に
・
」
め
て
大
同
団
結
を
し
た
も
の

で
あ
り
ま
す
す
そ
れ
ぞ
れ
に
長
い
伝
統
を

も
っ
八
円
治
体
が
一
体
と
な
り
得
た
背

対
に
は
、
川
代
を
見
泊
し
た
先
制
品
た
ち
の

は
か
り
し
れ
な
い
、
悩
み
と
努
力
の
つ
み

か
さ
ね
が
あ
っ
た
の
で
ふ
り
、
こ
の
際
あ

ら
た
め
て
敬
窓
を
表
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
さ
て
合
併
後
の
・点
化
展
は
め
ざ
ま
し

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
レ
ち
い
ち
枚
挙

に
い
と
ま
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
関
川
発
屯
所
の
開
設
。
統
合
小
学
校

の
完
成
。

保
育
仙
川
の
噌
改
築
υ
聞
編
整
備
都
築
の

発
足
と
池
山
V
。
小
川
用
次
の
一

本
化
。
出

中
JI[ 
難

道
八
号
の
開
通
や
町
県
道
の
大
巾
な
改

良
。
住
宅
団
地
の
造
成
。
出
病
院
、
裁
判

所
、
郵
便
局
、
響
察
官
派
出
所
、
法
務
局
出

張
所
、
韻
業
安
定
所
分
室
な
ど
の
新
築
。

漁
俗
の
獲
備
。
災
地
回
復
旧
等
と
防
災
施

設
。
県
立
自
然
公
閣
の
設
定
c
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
新
設
な
ど
各
種
公
共
施
設
と
な
ら

ん
で
医
療
、
保
健
衛
生
の
充
実
な
ど
福
祉

行
政
も
大
き
く
仰
び
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
順
風
に
帆
を
う
け
た
よ

う
に
高
度
成
長
と
繁
栄
を
謡
歌
し
て
き
た

我
が
闘
は
今
や
大
き
な
反
省
を
す
べ
き
時

機
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
朝
日
町
と
し

て
も
充
分
－
」
の
こ
と
に
留
意
を
し
ん
は
が
ら

前
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
町
の
お
か
れ
て
い
る
白
然
的
地
問
、

的
な
致
地
条
件
を
副
院
と
し
て
よ
く
認
識

し
、
こ
の
上
に
玄
っ
て
町
民
の
生
活
環

塊
、
教
育
条
件
、
産
業
基
鍍
の
整
備
を
進

め
る
こ
と
が
柱
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め

先
般
、
．
昭
和
六
十
年
を
自
襟
と
し
た
輔
副

町
綜
合
計
画
を
樹
立
い
た
し
ま
し
た
。
美

し
い
白
然
の
住
み
よ
い
町
‘
餓
朕
で
ルT
－き

が
い
の
あ
る
文
化
の
町
、
希
盟
に
満
ち
た

鐙
か
な
町
を
三
つ
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
し
て

掲
げ
、
そ
の
具
体
的
な
内
鮮
を
引
間
的
に

お
し
す
す
め
る
よ
う
に
決
定
し
て
お
り
ま

す
。二
十
周
年
の
一
恩
塚
に
あ
た
り
、
思
い

を
あ
ら
た
に
し
て
町
勢
発
展
の
た
め
に
遁

進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
何
と

ぞ
各
位
の

一
閉
の
ご
指
潟
と
ご
協
力
を
む

か
ら
お
願
い
申
し

k
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
b

〆句，、

朝
日
町
二
十
年
の
歩
み

お
も
な
こ
と
か
ら

機

朝

日

町

の

生

た

ち

後

わ
が
朝
日
町
に
は
数
千
年
の
普
か
ら
人

類
の
生
活
が
営
ま
れ
て
、

・
昭
和
二
十
九
年
八
月
一
白

く
の
遺
跡
群
の
発
揚
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ

－
泊
区
域
七
カ
村
合
併
し
朝
日
町
発
足

て
い
る
。

ケ

野

中

村
合
併
、

・
町
潟
州
司

朝
日
町
の
中
心
で
あ
る
泊
町
は
、
制
対
永
一

・
第
一
回
町
民
体
育
大
会
実
純

三
年
（
一

一
八
四
）
、
北
陸
宮
を
擁
し
て
一
叫
鶴一
二
十

年

平
家
追
討
に
立
上
っ
た
木
曽
義
仲
が
、
栗
山
山
・
地
方
財
政
再
建
団
体
に
指
定

津
で
戦
死
す
る
や
、
宮
崎
威
に
拠
っ
て
い
山
内
・
組
合
立
泊
病
院
発
足

た

一
族
が
木
曽
に
辿
れ
、
一
部
は
ふ
も
と
一

・
町
広
報
「
あ
さ
ひ
」
第

一
号
発
刊

の
和
倉
の
地
に
土
着
し
て
地
元
民
と
共
に
一

・
第
一
回
胡
日
町
社
会
教
育
大
会
実
施

魚
傍
に
従
事
し
、
次
第
に
人
口
も
期
加
し
日
内
務
三
十
一
年

て
宿
場
町
と
し
て
の
泊
町
が
で
き
あ
が
っ
N日
・
宮
崎
自
然
問
物
館
で
き
る

た

。

一

欝

三

十

二

年

慶
長
十
九
年
二
六
一
四
）
畏
い
乱
世
一

・
第
－
回
朝
臼
町
成
人
式
を
挙
行

も
治
ま
り
徳
川
の
世
と
な
り
前
回
藩
の
管
一

・
朝
日
町
農
業
セ
ン
タ
ー
開
設

鞘
に
入
っ
た
o

’
て
の
後
数
度
の
大
津
波
ゃ
一
・
腿
中
宮
崎
駅
で
き
る

火
災
に
遭
過
し
．
事
保
年
間
現
在
の
地
に
日
日
線
三
十
三
年

屋
敷
答
え
を
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
叫
目
・
大
家
庄
小
学
校
に
プ
l

山
げ
で
き
る

務
「
朝

日

町

」
町

名

の

由

来

物

一

・
山
崎
・
小
学
校
改
築

A

・
本
村
本
紙
町
長
就
任

昭
和
二
十
九
年
‘
町
村
合
併
の
気
運
も
九

・
第
十
三
回
国
体
野
球
朝
日
町
で
開
催

高
ま
り
、

こ
れ
に
併
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
多
く
一

緒
三
十
四
年

の
処
理
す
べ
き
問
題
は
あ
っ
た
が、

こ
れ
一
・
各
支
所
を
廃
止
す

ら
の
う
ち
、
高
い
関
心
の
寄
せ
ら
れ
て
い
一

・
朝
日
町
立
泊
病
院
発
足

た
も
の
の
一
っ
と
し
て
町
名
の
命
名
が
あ
一

務
三
十
五
年

っ
た
J

｝
・
塊
中
、
泊
中
統
合
、
新
校
舎
述
築

こ
の
町
名
に
つ
い
て
は
当
該
合
併
町
村
山
・
境
川
発
電
所
完
成

か
ら
出
て
い
る
代
表
者
を
以

τ組
織
さ
れ
一
機
三
十
六
年

た
「
町
村
合
併
促
進
協
議
会
」
に
お

ν
一
・
泊
病
院
に
新
産
児
室
新
設

て、

い
く
つ
か
持
ち
寄
り
、

あ
る
い
は
周
一

緒
三
十
七
年

意
さ
れ
た
候
補
町
名
に
つ
い
て
協
議
検
討
一

・
町
立
小
中
学
校
完
全
給
食
の
実
施

さ
れ
た
結
果
、
中
部
山
岳
国
立
公
園
と
し
戸

線
三
十
八
年

て
わ
が
町
の
背
後
に
そ
び
え
る
朝
日
岳
山

・
桜
町
に
町
営
住
宅
団
地
治
成

は
、
わ
が
町
の
発
展
を
象
徴
す
る
も
の
と
叩
・
町
営
プ

i
w完
成

し
て
、
こ
の
山
・倍
名
を
と
っ
て
「
朝
日
町
」
w

・
文
化
財
調
査
委
員
会
で
き
る

と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
o

w

・
雌
芥
焼
却
峨
建
設

(2) 
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~o年の

合
併

一
十
周
年
を
迎
え
て

議
会
議
長

酒
井

電炉
議会議長
i門 /t－ 栄

州
日
町
が
誠
．
4
し
て
こ

に
こ
卜
周
年

を
迎
え
、
そ
の
部
ぴ
を
町
民
の
み
な
さ
ま

と
共
に
分
け
あ
い
ま
す
こ
と
は
ま
さ
に
世

議

長

~除
ココE3 代

米国吉二氏
代
満氏

5 
小坂

b
v
て
氏

瓜

噌

川町
6
上

7 代
舎 ：川裕治氏

8 代
上島栄作氏

紀
の
喜
び
で
あ
り
ま
す
。
お
も
え
ば
附
和

二
十
九
年
八
月
一
日
に
泊
川
、
山
崎
、

十、

家
庄
、
野
中
、
南
保
、

五
ケ
爪
、
…
判
断

廃
村
の
－
町
七
ケ
村
が
合
併
し
、
人
口

2

万
余
の
農
業
を
主
体
と
し
た
一
見
し
て
変

M
ば
え
の
な
小
附
円
で
あ
り
ま
し
た
が
、

そ

の
後
数
多
の
困
維
を
克
服
し
い
ー
ま
や
名
史

と
も
に
農
工
聞
が
一
帯
と
な
り
県
内
最
東

端
に
位
置
し
富
山
県
行
政
の
拠
点
と
し
て

重
要
な
町
に
而
闘
を
一
新
し
て
、
こ
』
に

合
併
二
十
周
年
の
意
義
あ
る
日
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
合
併
の
倖
幾
を
な
し
と
げ
ら
れ

新
町
雄
投
の
法
織
を
築
か
れ
た
先
術
開
賢

の
御
努
ル
と
行
財
政
上
の
施
策
に
よ
ろ
し

さ
を
件
ら
れ
た
路
代
の

町
長
を
は
じ
め
、
町
議

会
の
皆
餓
及
び
町
民
各

位
の
絶
大
な
る
御
協
力

に
よ
る
と
こ
ろ
と
、
探

く
感
謝
と
敬
意
を
表
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

近
年
わ
が
国
の
社
会

情
勢
の
急
激
な
進
展
に

と
も
な
い
、
地
域
社
会

合
と
り
ま
く
環
境
・
も
ま

た
極
め
て
き
び
し
く
変

っ
て
診
り
ま
し
た
。
成

惇
期
や
迎
え
た
わ
が
朝

日
町
に
お
き
ま
し
て
む

応
策
問
造
の
変
化
、
日

常
生
所
闘
の
拡
大
は
更

に
行
政
需
用
を
大
き
く

多
岐
化
さ
せ
槻
純
化
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
き
び
し
い
諸

情
勢
に
対
処
し
て
行
く

た
め
に
は
、
基
礎
的
な

地
方
公
共
団
体
と
し
て

栄

の
わ
が
朝
日
町
の
果
す
べ
き
貧
務
は
ま
こ

と
に
霊
か
つ
大
で
あ
り
ま
す
。
し
か
も
今

日
の
国
及
び
地
方
を
泊
ず
る
行
財
政
の
窮

乏
は
深
刻
で
あ
り
ま
す
が
、
町
当
局
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
英
知
を
祭
め
て
経
費
の

効
率
的
使
用
を
図
り
、
恒
久
的
な
新
都
市

計
画
の
も
と
に
諸
施
設
な
光
突
し
、
し
か

も
円
満
な
財
政
運
営
に
よ
っ
て
こ
の
困
難

を
克
服
し
、
諸
先
輩
の
御
遺
志
を
は
ず
か

し
め
な
い
よ
う
住
民
の
負
託
に
こ
た
え
て

い
た
だ
き
に
く
切
に
望
む
も
の
で
あ
り
ま

す
。
特
に
わ
が
町
は
地
理
的
に
児
ま
し
で

も
県
行
政
の
一
環
と
し
て
極
め
て
重
要
な

位
慌
に
あ
り
、
そ
の
将
来
も
ま
た
突
に
洋

4

た
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
町
級
会
と
い

た
し
ま
し
て
は
忠
々
研
鎖
を
駒
み
、
町
民

各
位
と
共
に
町
勢
発
展
に
微
力
を
さ
』
げ

突
を
あ
げ
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
何

や
こ
れ
か
ら
も
眼
り
な
き
御
指
滋
と
た
ゆ

ま
ぬ
御
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
支
す
。

(3) 

い去る
わが町の

摺
三
十
九
年

－
理
科
教
背
セ

ン
タ
ー
の
設
附

－
東
京
五
輪
担
火
朝
日
町
を
通
過

．
越
線
鞍
刷
附
穆
業
の
開
始

器
四

十

年

・
北
陸
線
富
山
糸
魚
川
開
制
限
線
電
化
す

．
国
道
八
号
綿
開
店
す

務
四
十
一
年

－
本
村
町
長
急
一泊
さ
れ
る

畿
四
十
二
年

・
中
川
端
一
町
長
に
就
江
す

．
朝
日
町
開
発
公
社
設
致
す

・
朝
日
町
管
内
電
話
自
動
化
さ
れ
ゐ

．
南
保
公
民
館
で
き
る

・
浜
山
玉
造
り
遺
跡
発
銅
測
す
句
閥
的

鰯
四
十
三
年

－
泊
病
院
鉄
筋
四
階
建
築
完
成
す

－
M
似
山
宮
崎
地
区
限
定
公
聞
に
指
定

．
西
町
勤
労
者
住
宅
団
地
造
成

額
四
十
五
日
体

・
λ

p
l
h
バ
ス
運
行
開
始

．
成
山
に
北
陸
宮
境
基
浩
吋

－M
似
涛
町
勤
労
者
住
宅
団
地
造
成

畿
四
十
六
年

－
新
川
広
域
闘
事
務
組
会
発
足

－
第
一
回
青
年
の
パ
ス
研
修
会
実
Hm

－
理
科
セ
ン
タ
ー
を
弘
充
し
て
教
脊
セ
ン

タ
ー
と
改
称

－
上
朝
日
橋
で
き
る

：・
ι

ゃ
・
県
植
樹
祭
、
池
の
原
地
内
で
行
わ
れ
る

一二

一

額

四

十

七

年

F
J

日
・．す
ぐ
や
る
係
の
新
設

♂
『f
J
．一
p

勤
労
背
少
・年
体
育
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
セ

5
．
ご

山

ン

タ

1
完
成

灯、
v

J

V

・
文
化
財
嚢
扱
モ
デ
ル
地
区
、
国
指
定

宗

い

一

・
下
山
新
、
不
動
堂
遺
跡
発
掘
調
査

一U＼
v

・
民
俗
芸
能
発
表
会
を
開
催
す

九
凶
ご
い

・時
間
蹴
倒
十
－nハ
年

と州、

断
吋
・
1
崎
川
山
凶
て
宮
崎
地
区
b
A
守
一
心
と
レ
て
県
立

？
と
局
窓
掴
鑑
定
委
2

お
い
二
泊
堅
持
提
ま

ヨ
一

ι

・
滅
山
に
宮
崎
天
郎
供
幾
塔
で
き
－Q

p
o
h
3
F
O
 



和問49年8月I0日
月刊〈毎月10日発行〉

記
念
行
取
の

一
聞
と
し

て
、
一

一般
及
び
小
川
f
小
か

ら
、
例
口
町
の
旬
来
十
府

ず
る
，
縄
文
を
勝
山
し
て
お

り
ま
し
た
か

一
般
応
募
者
数
術
、
小

学
作
し
応
募
者
十
数
綿
の
中

町花町米め選定
町

花

に

つ町
木

に

m 22 s-r,・ 

町
政
二

O
周
年
記
念
事

業
の

一
つ
と
し
て
、
朝
日

町
を
象
徴
す
る

「
花
」
と

「
木
」
の
選
定
に
つ
い
て

町
広
報
な
ど
を
通
じ
て

一

般
か
ら
募
集
し
て

しγ
ま
し

た
が
、
去
る
六
月
十
四

n

町
長
、
外
関
係
諸
問
ル
悼
の

代
表
者
、
専
門
家
な
ど
ニ

ト
名
か
ら
な
る
選
定
委
員
会
が
聞
か
ら
れ

応
必
さ
れ
た
十
敏
郎
州
知
の
小
か
ら
ぶ
の
も

の
が
川
花
．
町
木
と
し
て
必
ば
れ
支
し

た
ル町

花

つ

つ

じ

巡－
M
の
則
山

－
朝
日
町
の
山
野
に
い
ろ
い
ろ
の
州
知
の

も
の
が
内
生
L
、
今
ま
で
も
縦
し
ま
れ

て
レ
て
絞
附
し
や
す
い
三

－
抑
制
も
多
く
花
期
も
いK
く
尖
し
レ
．
 

．
 山
見
本
に
も
訟
設
に
も
な
る
ぜ

町

木

ひ

め

－
』
ま
つ

U

．
4
 

コb

，A
U
R
バ
μ

－
刺
H
町
に
自
性
、

ひさあ級一広

話1
4、

判
仲
引
と
し
て

L~玄 会主ヲ 圭ζ〉 γ～－ 
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l

l
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昭和32.1f-8Jl8 A 
・ m 3 81it11使物1宮町

つ

入

江

久

大

井

才

次

邸

中

学

生

の
部

入
選

泊

中

一
年

本

付

雅

宏

保

作

山

中

二

作

内

山

邦

明

佳
作

的

中

三

年

山

本

真

弓

佳
作
小
川
中
三
年

関

口

仁

志

佳
作

小
川
中
二
一年

杉
本
智
恵
美

左上Iii白小学校講堂て’行われた10周年記含．式典のも

ようと。 tr.•i，は朝日町消防団による 1 0周年記含祝賀パ

レード

じ

席

ひ
め
こ
ま
つ

な
つ
か
し
い

朝
日
町
発
足
の

祝
賀
行
事
と

＋
周
年
記
念
の

祝

賀

行

事

n
b
h
a
n
o
 

ー－，，

八

町

村

合

併

例

賀

会

V

(4) 
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昭和49:lj: 8月10日
.m 2 2 8号 一 1・…・……ー月 刊ci草月10日究，行J

盟組
車稽ザ
日；治：
町：事

ひ

現主岩

さ

八
冨
山
県
民
会
館
美
術
館
に
お
け
る

オ
ー
プ
ン
チ

1
7

力
ツ
ト
の
よ
う
す

V

あ

q 剣道造自

理瞳！

報ー…広
昭和32&!'8月8回
一一’#I'3種郵便物認可

園
薗酋圃

代：の

主主－一一
大 j土谷

術巻
展

川
政
一
一
十
川
年
を
記
念
し
町
役
件

及
び
山
身
の
勢
術
家
諸
氏
に
近
作
悦

供
を
依
粉
、
物
故
作
家
も
含
め
て
絵

一川
、
彫
刻
、
惑
な
止
の
作
品
約
九
十

点
な
．

λη
二
十
二
円

t
二
十
五
日

五
山
展
（
富
山
県
民
会
館
）
、
朝
日

畏
（
六
月
二
十
九
日
l
七
汚
二
日
、

刺
ハ
州
制
労
山
少
年
体
育
セ

ン
タ
ー

）
に
分
け
て
大
間
以
監
会
を
開
催
し
他

市
町
村
を
か
っ
目
せ
し
め
大
い
に
好

評
を
得
ま
し
た
。

［~.一寸「

．‘ 

対量調’

Em 

F
l
M
 

同

JR
み
A
明
」「税

・－

八
明

日

く件、＇¢.fセ／ター外側正簡に掲げられた宥板＞

〈
民
俗
資
料
展

〈
セ
ン
タ
ー
階
下
会
場
V

く 京山会場の風対（ ＞

なつかしい
ωのふるさと

者~g~lt~主俗資料ぜ彦監さ
現代走l・t-i援と共に福祉センターをさ会主誌に郷土災俗資料展も

開かれ、 明治百年記念に展示された資料にさらに数多くのもの

を加えて総数二百八十点にのぼる資約が展示され閲覧された方

々に深い感銘となっかしムを与えました。

ょ －－ -, 

八
福
祉
セ
ン
タ
ー
第
三
会
協
〉

(5) 

八
信
任
セ
ン
タ
ー
第

二
会
場
〉
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昭和49~ 7 月 10日
月刊〈毎月108発行〉m22a号・ひさ報ー…一一 あ広

地方財政再建団体指定から

今日までの予算規模

昭和32年8月88 
．ー.J再3・6便物隠百I

新
町
燈
股
計
画
策
定

新
生
朝
刊
町
一
か
発
足
し
て
・
h
年
ー
住
ム

よ
い
明
る
い
町
づ
く
り
を
日
的
と
し
て

新
町
出
設
計
耐
の
現
況
耐
と
け
州
制
か
治

定
さ
れ
た
。

財
団
法
人

朝
日
町
開
発
公
社
の
設
立

昭
和
問
二
年
に
は
、

ル十．出
岡
崎
虎
施
設
、

ぇ！
ま i
し i
fこ山＿，，，I

ん

な

に

ふ

窓
重
喜
一
室
町
－
－
zzmm滋
滋
税
制
符

－1E
E霊
餐

EEE喜

bg霊屋書一一言
「
1

組1'l

円

1
3霊「
卜
ト
じ

勺
匡
霊
筆
書
信
協

菅沼：；： . 

Wl車、

3磁E

E主

長：思

廃
業
基
盤
施
設
の
整
備
な
ど
に
要
す
る
士

地
の
取
得
を
図
る
を
一
門
的
と
し
て
一
一
羽
田
法

人
朝
日
町
開
発
公
社
が
設
立
さ
れ
た
ν

ま
た
、

昭
和
四
十
六
年
四
月
社
会
経
漬
・

．

の
急
激
な
伸
展
に
伴
い
住
民
の
行
政
需．
安

の
多
機
化
と
高
度
化
し
、
こ
れ
ら
の
要
望

宍
m引
を
M
的
と
し
て
、
仙
Nm市
、
黒
部
市

入駒
山川町
、
・
下
決
川
町
を
一

丸
と
す
る
新
川

広
域
閥
市
此
抑
制
A
け
が
発
足
し
た
。

朝
日
町
総
合
計
画
策
定

さ
ら
に
附
和
間
十
八
年
十
二
月

n然
環

慌
の
保
全
．
ル
仁
川
熊
楠
%
の
終
備
な
ど
の
刑
判

岨
を
解
決
す
る
た
め
人
間
段
優
先
を
け部官
弔

問
念
と
し
て
．
明
日
町
山
総
介
計
画
が
策
定

さ
れ
れ
i
υ

発運者 2の
械絡相会戦昭
し交互五日和 銀在
ーて流 関宮町三 陸部
いにの忌出十 と同
る 大 親 E身 八 郷郷
。い交が ：若年 土者

一一一ーーー一一~ － 、 には結一 六 と繍
ffif広級も、II｛＼和32'.F6 Jl ~~ I号創刊は E璽§：＇.竪 ＇~Aiシ'f'J»~薄型tin：＇.道~・A島仁 そも成六月 の互

開・~骨？’哩掴~~ ・・秘昌岨 の ちさ 0 ・交の
来、叩00 ~OJ ~］－の記念特集号を発刊本号 i， 号、温品也温品崎臨港証圃圃 結ろれ名東 流
を以て 228iJ・を数えその足跡には町史の ！坦11μ哩田宮雪空F明『温躍E曹司!I 成ん 、に京... - 一一－ ~‘？ の郷郵よ都
縮図ともIJ~ ベ念資料のlfc.援さを向感さ . ＇ι監 意土内つ内

;II包－－－－＇こ二 一 畢伺，唱回 義と 在て在
せられるo ~ー圃園田園田－－－－..－－－---1・ をの使、住

朝
日
間了
議
..6... 
~ 

十
年
史

－
東
京
朝
日
会
の
結
成
・

会長には上町出身の玉ぶ幹人氏（f:I東鉱業
社長）が佼任されている。

月刊「あさひ」

228号そ毅える

司広報

て
朝
日
町
議
会
の
組
織

昭
和
制
二
九
年
八
月
一
白

小
選
第
区
制
緩
員
定
数
三
六
人

O
常
在
委
員
会

村

総

務

委

員

会

八

人

同
文
停
委
員
会

九

入

国

建

設

委

員

会

九

人

同
農
係
委
員

会

八

人

同
商
工
水
産
委
員
会
六
人

昭
和
二
十
九
年
一
月
二
O
日

野
中
村
合
併
に
よ
り
議
員
定
絵
問
。

人
昭
和
三
十
一
年
八
月
七
日
l
現
在

行
政
区
画
特
別
委
員
会
設
町

昭
和
三
十
一
年
九
月
八
日

朝
日
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正
に
よ
り
常
任
委
負
会
の
名
綜
変
更

付
総
務
委
員
会
一

O
人

同
文
庫
委
員
会

一

O
人

同
産
業
委
員
会

一
－一人

例
経
済
委
員
会

八
人

間
和
三
三
年
四
月
一
日

大
選
挙
区
制
議
員
定
数
二
十
四
人

昭
和
三
十
三
年
九
月
一
日

朝
日
町
限
会
官
’
務
局
股
置

附
和
一一一十三
年
九
月

一
八
日
｛
現
在

総
合
開
発
特
別
委
員
会
設
蹴

附
和
三
十
三
年
九
月

一
八
日

l
昭
和
三

十
円
年

一
月

一
円

県
東
市
住
設
特
別
委
員
会
設
問

附
和
三
十
三
年
九
月
．一

O
H

削
口
町
級
会
委
日
会
条
例
の
全
部
改

正
に
よ
り
常
任
委
員
会
の
名
称
変
更

村
総
務
委
員
会

六

人

伺
厚
生
委
員
会

六

入

国
従
業
委
員
会

六

人

(6) 



月刊〈毎月＼0日発行）
昭和49年 8月 10日

rmn 
税
務

十
年
の

う
つ
り
か
わ
り

合
併
当
初
は
税
務
蝶
で
ゐ
っ
た
が
、
合

併
の
翌
年
五
月
財
務
課
と
合
併
し
て
財
政

郡
と
な
り
、
一
二
十
八
年
に
は
再
び
税
務
線

と
な
っ
た
e

ま
た
納
税
協
力
会
は
当
初
五
町
内
で
あ

っ
た
が
現
在
六
十
二
町
内
に
及
ん
で
い
る

な
お
職
業
別
総
所
得
額
は
つ
庁
の
グ
ラ
フ

の
と
お
り
で
あ
る
。

一第228号 ・ひさあ報広
昭和32年8月8日
ーー第3種競便物認可

総傾 6.786 .ss6 r円総額 1,628,815千円国

朝
日
町
金
庫

制
度
の
推
移

昭
和
二
十
九
年
八
月
一
目
、
朝
日
町
が

発
足
し
て
か
ら
公
金
の
取
扱
事
務
に
つ
い

て
は
、
収
納
事
務
は
北
陸
銀
行
泊
支
店
に

関
金
U
岐
を
設
け
、

支
払
事
務
は
、
収
入

役
が
窓
口
に
お
い
て
直
接
、
償
術
者
に
現

金
を
支
払
っ
て
主
ま
し
た
。

昭
和
三
十
二
年
ぷ
月
、
支
払
に
つ
い
て

は
、
金
庫
の
支
払
命
令
を
な
し
償
術
者
に

現
金
支
払
証
を
山
交
付
し
、
金
即
が
支
払
訓

と
引
換
に
現
金
を
文
払
’
ヲ
制
附
は
が
と
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

附
和
三
十
九
年
四
月
三
種
績
の
金
融
機

関
を
設
け
、
収
納
明
務
に
つ
い
て
は
各
金

融
機
側
、
支
払
事
務
は
現
金
支
払
柾
を
腐

し
．
当
核
A
W
融
機
関
を
支
払
人
と
す
る
小

切
手
綴
り
出
し
に
よ
る
方
法
に
改
正
、
更

に
昭
和
四
十
二
作
四
月
償
地
者
へ
小
切
手

仮
り
出
し
と
．
公
金
保
叫
世
帯
の
交
付
に
よ

り
（
債
術
者
へ
銀
行
振
替
〉
債
務
の
綾
行

の
処
理
が
な
さ
れ
現
在
に
歪
っ
て
い
る
。

－薗
消
防
団

一
十
年
間
の
活
動

科
学
消
防
と
毅
急
活
動

昭
和
二
十
九
年
八
月

一
日
町
村
合
併
と

同
時
に
朝
日
町
消
防
聞
が
結
成
さ
れ
初
代

団
長
に
古
市
繁
太
郎
人
が
就
任
．
そ
の
後

三
十
ハ
年

一
月
鹿
熊
〆
汗
氏
が
団
長
に
就

任
現
在
に
至
る
ω

－
て
の
削
社
会
情
勢
の
発

速
に
伴
い
消
防
力
も
近
代
的
な
科
学
消
防

へ
と
発
達
し
消
防
自
動
車
の
更
新
、
水
利

に
つ
い
て
も
当
時
皆
照
で
あ
っ
た
消
火
柱

が
現
在
百
六
十
八
ケ
阿
と
な
り
貯
水
猶
も

十
一
力
所
を
熔
設
さ
れ
た
の

ま
た
移
動
向
精
線
及
び
御
山
市
無
線
等
の
慾

備
、
さ
ら
に
近
年
交
通
事
故
の
多
発
に
伴

草創火災発生件憤

I 
向
日：‘ 

婦
人
消
防
隊
も
活
躍

に協 れし、
i沼会なた昭
和等お。和
四かこ 四
十られ 白1・
六度ま 五
年々で年
に表の に
は彬突 は
消を縞 救
防受に 急
庁け対 事
長 てし が
宮お県． 配
より及 世
り特び さ

原因別火災発生件数

β
訓
練
忙
励
む
赤
川
婦
人
消
防
隊
V

側
組
設
委
員
会

六

人

昭
和
一
二
十
凶
年
六
月
一
一十
九
日

t
附
和

四
十
一
年
八
月
二
十
八
日

海
岸
浸
蝕
特
別
委
員
会
設
問

昭
和
三
十
七
年
六
月
一
十
九
日
J
昭
和

凹
十
一

年
八
月
二
十
八
H

工
場
誘
致
特
別
委
員
会
設
問

昭
和
三
十
八
年
一
月
．
一
十
六
日
j
昭
和

三
十
八
年
四
月
一
日

張
官
対
策
特
別
委
員
会
投
開

昭
和
三
十
八
年
五
月
十
三
日

i
附
和
三

十
九
年
三
月
三
十
一
日

プ

l
w
観
設
特
別
委
員
会
設
問

昭
和
三
十
九
作
八
月
二
十
四
日
J
昭
和

三
十
九
年
八
月
二
十
六
日

朝
日
町
合
併
十
周
年
記
念
行
事
特
別

委
員
会
設
置

昭
和
四
十

一
年
＝
月
一
一
十
三
日

i
問
和

四
十
三
年
七
月
コ
一十
日

的
病
院
改
築
特
別
委
員
会
設
置

附
和
四
十
三
年
四
月
一
日

朝
日
町
端
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正
に
よ
り
常
任
委
員
会
（

一
部
）
の

名
称
変
更

厚
生
委
員
会
を
文
教
厚
生
委
員
会
に
改

め
る
。

昭
和
凹
十
三
年
十
一
月
六
日

1
昭
和
凹

十
五
年
八
月
一
一
十
八
日

山
村
振
興
特
別
委
員
会
設
置

昭
和
田
十
三
年
十

一
月
六
日

i
現
在

開
発
公
社
特
別
委
員
会
設
置

昭
和
四
十
五
年
三
月
二
十
三
日

朝
日
町
議
会
議
員
定
数
二
十

一
人

昭
和
四
十
五
年
九
月
ゴ
一日

朝
日
町
議
会
香
員
会
条
鯛
均

一
部
改

正
に
よ
り
常
任
委
負
会
の
名
称
変
更

付
総
務
委
員
会

。七
人

同
文
教
厚
生
委
員
会
伝
人

同
産
業
建
設
委
員
会

七
人

昭
和
四
十
八
，年
八
月
十
一

日

l
昭
和
田

十
八
年
九
月
一

τT百

企
業
誘
致
司
書

別
委
員
会

(7) 

n
h
u
n『
M

守，，
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宇高
もと

人
間
最
優
先
の
政
策

－冨

住
宅
難
の
解
消

監霊童
ゴ
ミ
収
集
と

し
尿
処
理

清
掃
事
撲
；
：
：
ゴ

ミ
の
収
集
に
つ
い
v

て

は
昭
和
三
十
八
年
六
月

一
日

一
間
内
り
五

五
屯

処

似

能
力
の
新
焼
却
場
が
完
成
、

昭
和
一一
一
十
九
年
四
月
に
収
集
車
一

台
附

入
、
附
め
・
四
十

一
年
十
川
に
五
．
。
也
の

炉
を
明
設

一
日
の
処
州
能
力
を
十
、
五
也

てご苛京訂百Z

主夫
’ ‘ ー

割高目町のニhGa人ロの織穆

－室
安
ゆ
ドレ
て

働
け
る
よ
う

管
内
各
地
区
に
お
け
る
保
育
所
述
設
の

要
望
も
強
く
、
当
時
は
泊
第
一
、
第
二
、

銀
町
、
赤
川
の
四
ケ
所
で
あ
っ
た
が
そ
の

後
続
々
と
地
設
さ
れ
現
在
は
十
三
ケ
所
に

設
脱
さ
れ
、
保
育
児
も
九
二
O
名
に
逃
し

て
い
る
。

八
保 'lij'.
育奥

富甜務持酔岨町田 所は
と近
、代

保的
育設
風備
f訟を
V誇
る

部

’J 

司’ゼーー

と
し
た
。
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
新
川
広

域
間
事
業
と
し
て
朝
日
町
内
に
東
部
清
掃

七
ン
タ
1
の
完
成
を
み
た
の
で
、
町
営
緩

芥
悦
却
場
を
閉
鎖
し
、
昭
和
間
十
九
年
五

月
か
ら
収
集
車
五
台
に
て
全
町
内
の
燃
焼

物
、
不
同時
悦
物
そ
凶
収
、
し
以
の
収
集
に

つ
い
て
は
．
昭
和
問
ト
八
年
凶
月
か
ら
町

内
の
し
尿
以
取
紙
者
と
お
託
契
約
十
・し、

各
一円
の
収
集
に
あ
た
る
、
昨
年
度
の
ぬ
取

紙
円
‘
凹
九
二
、
八

O
O
リ
ッ
ト
ル
を
小

部
消
制
セ
ン

タ
ー
に
て
処
山
内
υ

n
b
A
3
n
6
 

ー』~~~ ·

’ 

曹時宇：

(8) 

開
和
一一一十
七
年
か
ら
四
十
一

年
に
か
け

て
桜
町
東
加
地
医
に
約
五

O
同
の
町
常
住

宅
を
建
設
し、

引
続
い
て
川
駅
前
西
部
に

勤
労
者
作
定
住
活
協
同
知
人
川
と

y
イ
γ
y

ア
し
て
、
．h
O
戸
の
住
宅
を
建
設
．
さ
ら

に
附
和
四
十
五
年
か
ら
三
方
作
什
闘
で
卜八

原
地
内
を
中
心
に
約
百
戸
の
住
定
を
述
設

し、

松
抗
内
町
問
地
の
造
成
を
行
い
住
民
の

住
吉
般
の
姿
望
に
こ
た
え
た
。

‘
 

‘内
－
 i
 

h

‘
 

年
金
関
係
・
・
・
・
・
・
昭
和

三
十
六
年
四
月
か
ら
国

民
年
金
制
度
が
実
施
さ

れ
て
以
来
加
入
者
は、

五
、
七
二
三
人
、
倒
祉

年
金
受
給
権
者
は
、
一
、

究
問
五

人
で
、
拠
出
作
A
W
受
給
俄
者
は
三

六
九
人
と
な
っ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
関
係

：：
当
時
各
地
区

（川

村〉

に
閉
民
健
康
保
険

が
開
設
さ
れ
て
い
た
が

開
和
三
十
年
四
月
に
五

ケ
庄
地
区
が
加
入
し
て
金
町
地
区
が
加
入

留置I'--直
営
惨
療
所
：
：
：
：
・
肖
時
五

ケ
所
で
開
設
し
て
い
た
が
現
在

四
ケ
所
で
開
設

〈時
党
、
笹
川、

宮
崎
、
山
崎
）

ハ
写
真
中
央
は
東
部
消
掛
セ
ン

タ
ー

左
は
ゴ

ミ
収
集
車
V
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朝
日
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
町
直
膝
会
、

町
身
体
障
害
者
協
会
．
町
母
子
筒
祉
会
な

ど
、
自
主
的
な
活
動
を
助
成
し
て
お
り
、

ま
た
、

町

善
意
銀
行
も
開
設
さ
れ
て
い
γ

る。
F
V

J

‘p
－
－
、
f

一永
一小
んム
り一
主

r
、一二

，、y

川刊
行
ル
バ

江
一－

h
u
e

－ゴ－
e
r
－－爪
L
一ピレ
ソ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
l
の
設
置

昭
和
四
十
三
伎

に
制
度
化
さ
れ
矧
作
家

庭
奉
仕
員
一
名
を
町
総
、
本
年
四
月
、
c
ら

に

一
名

m
uし
て
、

一
人
持
仏
し
の

F・人

家
庭
ゃ
、
寝
た
き
り
老
人
の
一身
の
廻
り
や

相
談
に
つ
と
め
て
い
る

第228号 … ..ひさあ報広

〈

ホ

ー

ム
へ
ん
川
パ

l
v

昭利2年8月ae ’n種量E便物隊司 I

社
会
箔
祉
団
体
の
活
動

J¥1入、谷地区、隣村地lKの秘l転、till；首、下野
J山IX、乏.:ofたll!Tff!Iでは、1白本町商店街をなど

対象に実施。

簡易水道事禦 （町悩・、小規際水道合む） 目

……当時4ャffiで実施されていたが、現在？9

ケl~fで実j砲、給水人「i 、 9.380人となり、日If

全体の47.9%にあたります。

h
h眠
、

住民の疾病主容が以下ーであふIJ;(IJ4を訓告し

た結然、自分の（述取を守る自！識を身につける

目的で開始した。

特に医療後の多い境地IXをll{l.f.1142'<1二4nか
ら3ヶ々にわたり、体位制定、砂）11(、悦}J、

tfil液型、血圧測定、保健指湖、食牛活改選。i汚

濁会などを’失続、 その後、山間地医の~：谷、

健
康
を
守
る

意
識
を

島
に
つ
け
る
疋
め
に

しょJ

~~. ＇ 

昨
年
一
年
間
の
利
用
者
率1/ ¥ 

。〉、熊的定社llJ

醐日町福ωセンター 、、』 岨判刊写中前月制

輔自町勧ヲ守側少写体E・t!ν，.＿，..l~~CI実現t、、・ M， '1i 1 I :H引；；・..i：十［！・q ・;:i " 
. I lい d .. J ・:  ; j / 2・Ii、h， ーノ

い一i
 

s
，hoj
t
 

！
 

－l

、1
・4

・．

’‘ 

ヤ

l!{lf¥14 71,下10fiにオープンした朝日町勤労青少年体脊

センター と共に町民の体力づくりや、 会合、学習、憩

いの場として年を追って利用度が高まり町民の文化セ

ンターとして喜ばれている。

（右のグラ フはオー7・y以来の利用者率の推移）

／ 

剛呂
田

町

．
7
園内
i

．．
 
，
 ．．
 岡
戸
田
i

聞

「幅一“自
司

間一
聞
hm掴

地
叫
問
一一的
一

阿
川
制
一

i姦通γ

す
ー柵

ゆ
溢
rは

(9) 

．一
一一』 F
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伸
び
ゆ
く朝
日
町
の
産
業

合
併
二

O
年
の
経
過
の
小
で
朝
日
町
産

業
も
し入
念
く
移
り
変
り
農
業
に
お
い
て
は

食
祖
潟
給
動
向
の
変
化
に
伴
い
i

、
第
幹
作

円
で
あ
る
米
作
り
が
精
産
体
制
か
ら
生
産

調
整
へ
と
、
ま
た
今
年
度
か
ら
稲
作
転
換

施
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

第228号ひさ報一…u あ
間和32&!'8月sa 山

第3Ill’S便物館司・・・・り号 11入

観：光三

－
i
E

、

sd
，，
 

l

？
N
7
B
a
e
 

L
f
1
J
 

ノ
ー
の

’s

．、、‘、

iJ
W
4
 

朝
山
町
と
し
て
は

一
4
・ま
い
」
米
作
り

〈
あ
さ
ひ
米
）
を
帥
惜
し
進
め
な
が
ら
土
地

拡
曲
線
鍛
備
と
相
い
関
連
し
第
二
次
農
業
情

造
改
善
事
業
の
指
定
を
受
け
袋
業
近
代
化

事
業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た

一
方
、
中
核
農
家
育
成
の
た
め
、

米
作
れ
り
を
誕
斡
と
す
る

中

で

そ

菜
、
園

芸、

畜
産
団
地
の
造
成
が
は
ら
わ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。

な
お
、
山
村
保
興
事
禁
の
一
環
と
し
て

南
保
和
牛
生
産
組
合
と
朝
日
小
央
農
協
が

半世宋＋十
一体
と
な
っ
て
．
和
牛
の

一
大
・
午
産

団
地
の
造
成
を
め
ざ
l
て
．
南
保
和
牛
肥

育
セ
ン
タ
ー
が
崎
町
設
さ
れ
ま
し
に》

林
業
じ
つ
い
て
は
美
し
い十
円
川
町
を
保
護

し
な
が
ら
さ
ら
に
計
画
的
な
造
材
の
喫
店

ぬ
と
共
に
林
道
網
の
桜
山
例
会
直
点
と
し
－

U
松
川
爪
動
筒
四
の
拡
大
を
は
か
る
た
め
海

抜
三
百
米
地
点
を
通
過
す
る
陥
似
一体
温
の

開
設
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
そ
の
利
胤
は

農
体
殺
の
施
策
た
裕
易
な
ら
し
め
、
自
然

世
観
を
利
用
し
た
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

鉱
山
地
の
造
成
な
ど
そ
の
利
用
に
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
む

八
四
十
七
年
五
月
、
環
境
締
化
ー椴
進

を
め
ざ
し
て
、
京
山
県
徳
樹
祭
が

池
の
原
地
内
に
お
い
て
、
旧
下
新

川
郡
内
の
各
団
体
長
及
び
町
内
小

中
学
生
三

O
O名
に
よ
っ
て
盛
大

に
行
わ
れ
た
。

v

八
完
成
し
た
開
山
林
道
V

八
三
枚
僑
地
内
に
お
け
る
ビ

ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
の
そ
鞍
岡
芸

V

。。
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〈
桁
は
宮
崎
定
限
網
、
ニ
の
よ
う
に
し

て
新
鮮
な
魚
が
食
卓
へ

V

〈
上
は
漁
港
と
し
て
補
給
基
地
と
し
て
そ

の
重
要
性
を
噌
し
つ
つ
あ
る
さ
崎
漁
港
〉

水
産
業
の
振
興
に
つ
レ
て
は
宮
崎
漁
港

の
第
四
次
整
備
計
酬
の
完
成
と
相
ま
っ

て
、
昭
和
四
十
八
年
度
よ
り
五
ヶ
年
に
亙

り
、
第
五
次
的
佐
伯
眠
備
計
画
と
し
て
、

二

億
八
千
万
円
の
事
築
費
で
内
港
の
総
比
例
等

が
胞
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

当
漁
港
は
地
元
漁
業
の
発
着
基
地
の
み
な

ら
ず
、
県
内
操
業
漁
船
の
漁
兵
、
水
、
燃

料
な
ど
の
補
給
基
地
と
し
て
、
ま
た
、
淡

な
ど
危
険
時
に
お
け
る
避
難
港
と
し
て
大

き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す。

漁
獲
量
に
つ
い
て
は
戦
後
減
少
の
一
途

を
た
ど
っ
て
お
り
．
か
つ
て
は
活
況
を
呈

し
て
い
た
赤
川
か
ら
境
ま
で
の
近
海
漁
業

も
急
激
な
不
娠
を
示
し
て
い
る
の
で
．

町

で
は
漁
港
の
整
備
と
共
に
、
養
殖
．
観
北

漁
業
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

わだしだちの手で守ろう比類なき美しい自然環境を

ー

ペ－
 i
 
、
．、
，
 

，
 、
；
 
，4v ．
． 
．
 

E

．
E
 

1
f
 
．
 
1
 

s
 1 
i
．
 

l
 

！
 
！
 ’．
 

冒i
 
i
 
i
 

画に法づき、迷年その施設が完成しつつあり。交通網

の盤備と相まって、常緑決勝の地として、 lよく各階層

のレクリエージョン基地として利用されております。

自然、の宝庫と称焚される朝日町は昭干「48年3月13n

付で宮崎～小川温泉～朝日岳まで 9.623H Aの区威力：

、朝日県立自然公園として指定を受け、年次別蜂（i員計

くわが町の象徴朝日岳のめ資＞

〈
波
山
頂
上
か
ら
見
た
宮
崎
海
岸
〉

ω
 

八
郎
り
ょ
う
山
以
上
か
ら
見
た
朝
日
町
の

中
心

V

n
h
u
h『
u
n『
υ
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昭和44年8月9日米明、朝日町一帯を襲っ

た集中豪雨は、境、笹川地医に最も大きな被

筈を与え、被害寄総額16億円にのぼる町街史以

来の災害を残した。

以来－今日までの河川休道等の工事の大部分

は犬かれ少かれ災害復I~に関連するものと言

＜還まE習で活躍する除雪司王（44,I) > 
く完成した階段式防波堤一宮崎
(49. ) > 

建 設

く北陸本線複線電化（41.12) > 

U31 

;A 228号

ってよL、でしょう。

昭和49年8月10日
月刊（俗月108発行）

町では苦しい予算の中で年を追ってこれら

の工事をj皆 と々突行し完成させてきました。

また、都市計副に基〈道路の新設工事や

i11~ rl1改良舗装などもj節々と進められておりま
す。

＜完成闘過した聞道8号線減山ト ンオル
(40.9) > 
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近
代
的
偉
容
と

内
容
の
充
実
を
誇
る

総
合
病
院

い
経
常
が
統
レ
た
。
し
か
し
、
現
在
で

は
糸
魚
川
以
西
、
国
十
一…
郎
以
来
に
お
け
る

唯

一
の
総
合
病
院
と
し
て
順
調
に
し
て

蔚
突
合
歩
み
を
続
け
て
レ
ら
れ

味、．＂＇宅
、宅Jε ... -d イ

一 一
． 

も 犠 ＆

戦
後
い
く
つ
か
変
遷
を
経
て
昭
和
二
十

九
年
八
月
町
村
合
併
後
昭
和
三
十
四
年

一

月
朝
U
町
立
的
病
院
と
し
て
先
見
、
総
合

病
院
’
と
し
て
快
床
一
一
一

C
数
を
備
え
、
一二

十
六
年
に
必
児
柄
械
の
附
設
、
凶
十
二
年

に
氏
師
作
℃
の
控
設
、
四
十
｝
年
か
ら
治

手
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階
建
の

明
改
築
J
事
が
同
十
－一－

4
に
完
成
、
ニ

L

に
近
代
的
体
符
と
共
に
元
突
し
た
．

総
合
病
院
が
出
呪
し
た
か
数
年
間
苦
し

、h、
くl也のrj1火に）＇（

つモニウマシ＞

(11 ！版作’奈川J！万作｝

治病院利用者

『－・・A・ー‘・団副綱...＿，・

在
町
官
公
署
の
う
つ
り

か
わ
り

昭
和
三
十
年
代
の
後
胤
い

か
ら
の
高
度
経
済
成
長
に

よ
ゐ
急
激
な
付
会
情
勢
の

進
展
は
在
町
官
公
撃
に
も

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し

た
。新
設
、
鉱
娠
、
あ
る
い

は
縮
少
な
ど
、
町
の
行
政

耐
に
も
微
妙
な
影
響
を
与

え
々
が
ら
大
き
く
変
せ
ん

し
て
い
っ
た
。

！＼ 
制民

／／臼田T
笹に

祭移
‘’e’転
派新
tt'i切り
t9iさ

4 I I'.:. 

＝~ v 

• cコ
－ － ・白

「
I
B
I
l
l－
－

H
1
1

lii 

理霊祭卦;;r-~~i

＜駅前通りに移転新築された

泊郵便；，；j(43 .8) > 

八
松
涛
町
に
移
転
新
築
さ

れ
た
、
魚
川内
公
共
職
策

安
定
的
朝
日
分
室

〈刊．

2
｝
〉

一小

P

R怖

' ... 
.. . . ' 

Ml 

く西町に移転新築されに

高山地方法務同朝日出張所

(43.1)> 

八
近
代
的
に
改
築
さ
れ
た

山

駅
〔
刊
．

3
）

V
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長育教
義

附
和
二
十
九
年
八
バ

一
日
朝

u
m泥
足

と
共
に
管
内
の
各
小
川
子
持
は
町
立
学
校
と

改
林
、
叩
芳
年
七
月
教
育
6
M
H
の
選
冷
が
行

わ
れ
、
初
代
教
育
委
員
肢
に
山
凹
務
氏
、

教
育
長
に
は
大
平
勝
雄
氏
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
以
来
二
十
年
、
そ
の
問
、
町
で
は
人
間

持
軍
、
教
育
最
重
点
の
山
内
念
に
鋲
き
、
山

崎
小
学
校
の
改
築
を
初
め
と
し
て
堤
中
学

校
と
泊
中
学
校
の
統
合
に
よ
る
、
泊
中
宇

校
新
校
舎
の
山
崎
築
、
小
中
学
校
の
完
全
給

食
の
実
施
、
五
ケ
庄
小
学
校
講
堂
の
改
築
、

伯
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
新
設
、
ス
ク

ー
ル
パ
ス
の
運
行
、
教
育
セ
ン
タ
ー
の
設

回
、
被
式
解
消
の
た
め
の
町
単
教
員
の
保

問
な
ど
、

組i
 
l
 

－－
a

，，
 

広

ま
た
学
校
プ
l
b
N
の
迷
設
に
つ
い
て
は

大
家
庄
小
学
校
プ
1

山
を
慾
頭
に
、
南
保

山
崎
、
蛭
谷
分
校
得
山
プ
l
J
．か
述
設
さ

れ
て
お
り
、
・
本
年
は
恥
川
小
学
校
に
も
プ

l

w
が
新
設
さ
れ
て
レ
ま
す
ι

な
お
、
最
近
で
は
統
合
中
学
校
の
建
築

計
画
も
清
q
と
逃
め
ら
れ
、
既
に
南
保
地

内
に
必
要
町
績
の
般
地
む
仲
確
保
さ
れ
て
レ

ま
す
。

巧

学
習
設
備
の
充
実
に
つ

い
て
は、

近
年

創
校
百
年
を
迎
え
た
小
学
校
も
少
く
な

く
、
こ
の
記
念
事
業
と
し
て
民
聞
の
寄
贈

に
よ
る
学
習
設
備
の
充
実
も
な
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
町
と
し
て
も
、
総
需
要
制
の
施

策
を
ふ
ま
え
な
が
ら
も
、
学
習
効
果
の
高

率
化
を
目
ざ
し
て
教
育
綴
器
の
充
実
に
カ

を
注
い
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
県
と
し
て
は
さ
き
に
決
定
さ

れ
た
泊
高
校
の
移
転
新
築
計
画
に
よ
り
既

に
、
国
鉄
北
陸
線
南
側
平
柳
地
内
に
体
育

館
が
建
築
さ
れ
、
校
舎
の
建
築
も
着
身
、
と

進
行
し
て
お
り
ま
す
。

昇条藤

八
設
問
さ
れ
た
教
育
セ
ン
タ
ー
と
そ

の
サ
ー
ビ
ス
官
邸
（
刊．

7
）

V

〈
f臼I施
中中一子・号」
校佼
（を
39統
辺、 空E
，、 ι3
る し
Vて
将1
築
弐

tt 
た

八
大
家
庄
南
保
に
次
い
で
で
き
あ
が
っ
た

山
崎
プ
l

w
と

（判．

7）

V

八
蛭
谷
分
校
プ
l

LN

（刊．

7
〉

V

↑く教育機器UH Pを利用し

ナニ学習指尊 （境小）

＜創校百周年を迎えた

1自小学校＞→

(15) 
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昭
和
三
十
年
に
‘
朝
日
町
で
初
め
て
第

一
一
削
社
会
教
育
大
会
を
開
催
し
て
町
民
に

対
す
る
窓
識
の
高
揚
を
は
か
り
、
以
来
二

十
年
、
社
会
教
育
の
推
進
民
体
で
あ
る
公

民
館
活
動
の
充
実
強
化
を
中
心
に
、
社
会

教
脊
関
係
諸
団
体
の
育
成
強
化
を
図
っ
て

主
ま
し
た
。

主112a号ひさあ報ーーー・/];. 
昭和32年8月8日
… 鎗311郵便物館可 ・．．

＜南保公民舗で聞かれた

三県公民館大会＞

く リア I・ の設けられた三峰スキー場のスキー教室＞ ＜熱心に学習する公民講座＞
’ ー一ーベ岨 申 中

守，．
n
H
u
n
－－

、＇ ,_ 

・，隆三

く婦人幹部研修会風景：＞

(16) 

く利用震の高まる町立図書館＞

~lb!i置’

~ 
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第
二
に
棚
山
だ
。
こ
の
槻
山
も
多
く
の

自
然
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
、

も
う
大

ν
ジ
ャ

1
ラ
ン
ド
の
建
設
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
ぼ
く
は
、
く
わ
し
い
こ
と

は
知
ら
な
レ
が
、
ホ
テ
ル
や
ポ
ー
ト
池
な

ど
が
で
き
、
た
い
へ
ん
活
気
的
な
も
の
に

懸
賞
論
文
一

お

λ
選
作

泊

中

学

校

i・ie 
．，． 
e
e
A

e
e
 

き
栴
Fi
J

V
！
 

4
e
v
，
 

i
s
 

ひ

今
、
倒
口
町
は
、
過
疎
化
し
て
い
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
朝
日
町
で
は
、
あ
ま
り

働
き
口
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
で
も
ぼ
く

は
、
大
人
に
な
っ
て
も
こ
の
町
な
出
て
都

会
へ
行
こ
う
と
は
思
わ
な
い
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
、
ぼ
く
は
、
将
来
の
朝
日
町
に
期

待
し
て
い
る
か
ら
だ
。
こ
の
町
は
、
会
っ

と
と
っ
て
も
住
み
や
す
い
町
と
な
る
で
し

ト
ふ

p
汽
ノ

ω

さあ

ぼ
く
の
患
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
ず
観

光
地
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
だ
。
第
一
に
城
山
だ
。
た

い
へ
ん
多
く
の
自
然
に
め
ぐ
ま
れ
た
こ
の

山
は
、
今
で
も
た
く
さ
ん
の
人
に
親
し
ま

れ
て
い
る
。
春
は
緑
が
さ
え
、
秋
は
紅
紫
し

て
と
て
も
容
れ
い
だ
。
ま
た
．
城
山
の
本

丸
よ
り
な
が
め
る
景
色
は
、
日
本
で
も
数

少
な
い
、
海
と
山
の
雄
大
さ
を
一
度
に
な

が
め
る
こ
と
が
で
・
き
る
す
ば
ら
し
い
も
の

だ
。
今
年
は
、
遊
歩
道
が
で
会
そ
の
楽
し

み
も
二
倍
や
三
倍
に
回
唱
え
た
こ
と
だ
ろ

O
 

Z
1
J
 

報広
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富島
も

・＋；・ 本年

雅

宏

tn 

な
る
そ
う
だ
。
ま
た
今
で
は
、
二
、
一
ニ
軒

の
家
し
か
な
い
が
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
と
共

に
一
つ
の
部
落
み
た
い
な
の
が
で
き
る
の

で
は
、
な
い
．
た
ろ
う
か
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
い
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
も
の
が
で

き
れ
ば
必
ず
そ
の
ふ
も
と
の
花
房
や
南
保

ま
た
泊
な
ど
も
観
光
地
の
中
心
と
な
り
、

栄
え
る
－
」
と
は
ま
向
が
い
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
山
が
発
展
す
る
いじ
け
で
な
く
主
っ
と

こ
の
朝
日
町
に
あ
ろ
不
動
堂
遺
跡
や
鹿
嶋

樹
林
な
ど
の
文
化
財
も
有
名
に
な
っ
て
い

く
こ
と
だ
ろ
う
。

だ
が
、
ぼ
く
は
、
こ
う
ゅ
う
夢
の
中
に

部
か
に
黒
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

「
こ
の
よ
う
な
大
切
な
文
化
財
．

白
川mな

ど
が
傷
つ
け
ら
れ
は
し
な
い
か
」
と
、

い

う
こ
と
で
あ
る
。
ぼ
く
は
、
ニ
れ
が
気
が

か
り
で
な
ら
な
い
、
で
も
、
や
っ
ぱ
り
良

い
人
た
ち
や
ほ
く
た
ち
が
力
に
な
っ
て
そ

の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
努
力
を
す

れ
ば
、
き
っ
と
公
替
の
よ
う
な
こ
と
は
、

お
こ
ら
な
い
だ
ろ
う
。
「
そ
の
た
め
に
も

が
ん
ば
ら
な
く
ち
ゃ
L

と
、
ぼ
く
は
、
患

っ
て
い
ま
す
。

い
つ
か
お
と
う
さ
ん
が
脅
し
て
く
れ
ま

l
ν

ム～。「
こ
こ
の
山
々
を
こ
え
て
昔
の
人
は
、

越
後
へ
（
新
潟
県
）
行
っ
て
物
を
売
っ
て
ま

た
帰

っ
て
き
て
は
、

住
所
を
し
て
い
た
そ

う
だ
d

そ
れ
に
前
回
の
殿
同
僚
は
、
こ
の
泊

に
ご
本
陣
を
と
っ
て
お
ら
れ
た
そ
う
．
た
。
」

こ
の
話
を
聞
い
て
、
ぼ
く
は
、
こ
の
朝

日
町
は
‘
と
な
り
の
県
と
を
結
ぶ
だ
い
じ

た
役
わ
り
を
果
し
て
い
た
ん
だ
な
と
い
う

こ
を
思
っ
た
も
の
で
す
。
ム
つ
で
も
そ
う
で

す
。
ニ
の
朝
日
町
か
ら
新
潟
県
糸
魚
川
市

ま
で
平
野
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
泊

な
ど
は
、
栄
え
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、

物
を
運
ぶ
場
合
、
こ
の
侶
に
一
度
立
寄

っ
て
か
ら
糸
魚
川
ま
で
運
び
ま
す
。
つ
ま

り
と
な
り
の
県
と
の
関
所
の
よ
う
な
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
今
後
十
年
、

二
十
年
三
十
年
た
と
う
と
、

し
く
み
は
変

わ
ら
な
い
は
ず
で
す
ω

証
拠
に
北
陸
自
動

車
道
は
、
こ
の
泊
に
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ

が
で
き
る
予
定
で
す
。
つ
ま
り
こ
の
町
は

富
山
県
の
東
側
の
商
品
を
新
潟
、
長
野
、

静
馬
な
ど
の
県
に
運
び
だ
す
町
と
し
て

f
ん
ど
ん
栄
え
て
い
く
は
ず
で
す
。
ぼ
く

の
予
想
で
は
、
ま
ず
、
国
鉄
の
訳
は
、
も

っ
と
大
き
く
な
り
二
十
番
ホ
l

ム
ぐ
ら
い

ま
で
で
き
、
そ
の
う
ち
八
脊
ま
で
が
旅
客
、

九
響
か
ら
後
は
、
貨
物
と
な
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
辺
は
、

日
東
紡
く
ら
い
の
工
場

な
ら
ま
だ
ま
だ
た
て
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ

と
が
も
た
ら
す
も
の
は
、
ま
ず
商
店
街
の

発
展
、

工
業
の
設
す
、
山
な
ど
で
切
っ
た

材
木
を
運
び
だ
せ
る
た
め
林
業
な
ど
と
大

へ
ん
大
き
い
よ
う
で
す
。
ま
た
こ
れ
だ
け

発
越
す
れ
ば
、
な
に
か
大
主
な
学
校
で
も

た
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
、
日
大
朝
日
高
校
と
か
、
自

然
の
も
と
で
勉
強
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で

筑
波
富
山
大
学
と
か
富
山
医
科
大
学
な
ん

か
も
た
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぽ
く
な
ん

か
は
、
大
き
な
学
校
が
建
っ
た
ら
そ
の
学

校
を
め
ざ
し
て
必
死
で
勉
強
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ま
・
に
今
、
宮
山
海
沿
岸
の
人

身
を
凶
ら
せ
て
い
る
浸
食
の
問
題
な
ど

は
、
よ
い
学
校
で
研
究
さ
れ
た
こ
と
で
ふ

せ
げ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
な
に
し
ろ
こ

の
朝
日
町
は
、
県
境
の
町
と
し
て
栄
え
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

海
は
、
限
り
な
い
も
の
を
た
く
さ
ん
も

っ
て
い
ま
す
c

そ
の
限
り
な
い
も
の
を
利

用
す
る
こ
・と
は
、
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
い
や
、
で
き
る
の
で
す
。
前
の
よ
う

に
次
々
に
発
展
を
重
ね
て
い
っ
た
朝
H
町

な
ら
お
そ
ら
〈
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ま
ず

海
か
ら
エ
ネ
山
ギ
ー
を
と
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。
今
で
も
外
国
で
は
、
や
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
で

す
。
潮
力
発
電
や
波
力
発
電
で
す
。
し
か

も
こ
れ
を
と
て
も
高
性
能
に
し
た
も
の
が

で
き
る
こ
と
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
ち
ょ
っ

と
し
た
潮
の
動
主
に
も
作
動
し
て
一
日
に

何
億
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
の
電
気
を
つ
く
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
ま
た
宮
崎
の
ほ
う
で
は
、
毅

場
漁
場
を
作
り
、
さ
ば
ゃ
ぶ
り
、
か
つ
お

な
ど
の
、
こ
の
辺
で
は
、
あ
ま
り
と
れ
な

い
よ
う
な
、
色
…
な
ど
を
飼
育
し
て
、
漁
を

時
々
し
か
な
く
て
も
よ
い
よ
う
な
し
く
み

が
で
き
る
と
食
生
活
に
も
困
る
こ
と
は
、

・
お
そ
ら
く
な
い
だ
ろ
う
。

・ま
た
ぼ
く
は
’

人
工
の
島
を
作
り
そ
こ
で
H
A
M
U
〈ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
）
な
ど
の
設
備
を
用
意
し

て
世
界
と
の
関
係
を
高
め
る
と
、
き
っ
と

よ
い
こ
と
（
な
に
か
わ
か
ら
な
い
が
）
が

あ
る
と
思
う
。
で
も
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で

夢
で
あ
る
が
、
近
い
将
来
笑
現
す
る
か
も

し
れ
な
い
。

ぼ
く
が
い
ち
ば
ん
期
待
を
か
け
て
い
ゐ

の
は
、

s
k
l
（
ス
キ
！
）
で
あ
る
υ

去

年
よ
り
今
年
に
か
け
て
三
崎
ス
キ
l
場
は

大
改
善
さ
れ
た
の
ま
た
、
ロ
ー
プ
だ
け
ど

リ
フ
ト
も
つ
い
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
い
。

コ
ー
ス
は
、
広
げ
れ
ば
す
ご
い
も
の
に
な

り
練
習
に
は
も
っ
て
こ
い
の
場
所
と
な
る

の
だ
。
こ
こ
は
、
も
う
す
ぐ
、
南
保
か
ら

と
笹
川
か
ら
自
動
車
道
も
つ
く
は
ず
だ
。

そ
し
て
池
の
原
に
は
、
旅
館
な
ど
も
つ
く

れ
ば
た
い
へ
ん
よ
い
と
こ
ろ
と
な
る
は
ず

ど
。
と
な
る
と
三
崎
だ
け
で
は
、
た
り
な

く
な
る
か
ら
ま
わ
り
の
山
も
ス
キ
l

場
に

し
て
大
き
な
ス
キ
l
場
を
作
れ
ば
き
っ
と

た
く
さ
ん
の
人
が
き
て
す
べ
っ
て
い
っ
て

く
れ
る
と
、
ぼ
く
た
ち
も
う
れ
し
い
。
ま

た
ぼ
く
た
ち
も
練
習
し
て
上
手
に
な
れ
ば

－
石
二
鳥
だ
。

こ
う
し
て
ど
ん
ど
ん
発
達
す
る
と
、
き
っ

と
将
来
は
新
幹
線
ぐ
ら
い
と
ま
り
、
ま
た

大
き
な
工
業
や
償
浜
に
負
け
な
い
よ
う
な

港
が
で
き
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
来
て
と

て
も
活
気
的
な
、
明
る
く
、
平
和
で
自
然

に
恵
ま
れ
た
町
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

き
っ
と
：
：
：
。
終
（
原
文
の
ま
ま
）

U骨

議患区、

論
文
入
選
作
評

入
選
作
に
被
さ
れ
た
本
村
雅
宏
君

の
論
文
は
、
文
常
も
し
っ
か
り
し
て

お
り
、
す
じ
も
と
お
っ
て
い
て
、
子

ど
も
ら
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
が
え
が
か
れ

て
い
ま
す
。

朝
日
町
の
将
来
に
つ
い
て
も
各
方

…

…
面
に
亘
っ
て
方
適
な
く
夢
を
ひ
ろ
．
け

て
ゆ
き
中
学
生
ら
し
く
よ
く
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
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市
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京
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般
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問
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学
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－
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小
学
校
教
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振
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会
か
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エ
レ
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ト
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一
ム
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側
出

・
水
野
忠
明
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か
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が
ス
紫

焼
却
三
台

－
J
T
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謙
治
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か
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力
検
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回
附
一
台
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デ
ス
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オ
ル
ガ
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台
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京
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二

三
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市
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彰
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柳
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止

敬
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氏
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一
ム
円

沼
山
間
的
・
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利
政
氏
か
－
h

一
’hn
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、

〈

下

一一
、
‘
〉

－
f

A

H

A

－
♂
長
以
カ
民
一

J
r

w
T

柳
折
谷
か
削
内
氏
か
ら
一
介

被
竹
会
〈
代
表
山
広
川
氏
）
か
ら

一
人山口

・
川

M
松
原
隆
一
氏
か
ら
新
鋭
小
川
m

お

わ

び

純

二
二
八
号
を
朝
日
町
。
花
見
二
十

川
年
記
念
特
集
ザ
と
し
て
制
似
し
た

た
め

一
般
記
取
は
、
特
別
な
も
の
の

ほ
か
次
の
号
へ
廻
す
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
ご
了
解
を
お
ね
が
レ
い

た
し
ま
す
。
い
制
川
浪
委
H
A山

朝
日
町
善
意
銀
行

社
会
商
祉
の
地
巡
の
た
め
、
次
の
か
た

が
た
か
ら
、
朝
日
町
善
意
銀
行
へ
貴
重
な

善
意
を
預
託
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

捨
五
万
円
也

水

島

信

一

殿

亡
く
な
ら
れ
た
御
筋
立
山
崎
よ
”
で
さ
ん

の
供
養
と
社
会
縞
祉
の
た
め
に
預
託
さ

れ
た
も
の

（
前
号
け
い
さ
い
の
分
は
金
制
に
誤
り

が
あ
っ
た
の
で
再
拘
訂
正
し
ま
す
）

五
千
円
也

泊

婦

人

会

殿

会
此
の
み
な
さ
ん
が
不
用
品
持
ち
寄
り

七

I
ル
を
行
っ
た
そ
の
益
金
を
社
会
福

枇
の
た
め
に
と
持
参
さ
れ
た
も
の

九
千
弐
百
八
拾
円
也

ル
殿

交
通
越
児
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ

ー
を
催
し

た
そ
の
縫
A
況
を
社
会
制
社
の
た
め
に
と

附
託
さ
れ
た
も
の 入

普

ポ

ウ

衣

六
十
五
点
笹

川

長

井

保

正

隙

ぶ
ま
れ
な
い
人
述
に
あ
げ
て
下
さ
い
と

学
以
加
や
シ
ャ
ツ
呼
の
火
料
品
企
片
品
。

附
託
さ
れ
た
も
の

類

衣

類

二
十
六
点

名
殿

山
心ま
れ
な
ir
人
泌
の
た
め
に
役
立
て
て

下
さ
い
と
持
修
さ
れ
た
も
の

と

（
昭
和
四
十
九
年
七
月
十
五
日
現
在
〉

〈
お
す
こ
や
か
に
）
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